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冨
田
勝
氏
は
、
平
成
13
年
に
本
市
に
開

設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学

研
究
所
（
以
下
、慶
應
先
端
研
）
に
お
い
て
、

開
設
当
初
か
ら
所
長
を
務
め
ら
れ
、
生
命

科
学
に
情
報
科
学
な
ど
異
な
る
学
問
領
域

を
融
合
さ
せ
た
、
統
合
シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ

ロ
ジ
ー
と
い
う
新
し
い
分
野
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
、
生
体
内
の
代
謝
物
を
網
羅
的

に
計
測
す
る
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
の

確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
産
業
の
創
出
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
ま
れ
、
慶
應
先
端
研
内
に
お
け
る

研
究
成
果
の
事
業
化
を
強
力
に
後
押
し
し
、

平
成
15
年
に
は
慶
應
先
端
研
発
の
最
初
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

㈱
」
の
創
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
後
進
の
研
究
者
の
活
動
を
支
援
し
、

Spiber

㈱
を
は
じ
め
、
多
く
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
な
ど
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
鶴

岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、
本
市
を
担
う

人
材
の
育
成
と
魅
力
あ
る
産
業
創
出
の
基

盤
と
な
り
、
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
市
の
教
育
の
充
実
に
も
貢

献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
高
校

や
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
を
高
校
生
研
究

助
手
・
特
別
研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ
る

制
度
を
創
設
し
、
子
供
た
ち
に
生
命
科
学

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
全
国

の
高
校
生
が
本
市
に
集
ま
り
、
生
命
科
学

に
関
す
る
研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
高
校

生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴
岡
」、
宇
宙
生

物
学
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
最

先
端
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
「
慶
應
ア
ス

鶴
岡
市
名
誉
市
民
に

冨
田
勝
氏

市
で
は
、
市
民
や
鶴
岡
市
に
ご
縁
の
深
い

方
で
、
広
く
社
会
・
文
化
の
興
隆
に
寄
与
さ

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
深
く
尊
敬
さ
れ
る

方
に
対
し
、
そ
の
ご
功
績
と
輝
か
し
い
栄
誉

を
た
た
え
、「
鶴
岡
市
名
誉
市
民
」
の
称
号

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

来
る
７
月
29
日
に
、
冨
田
勝
氏
に
名
誉
市

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

昭和60年５月　
昭和62年１月　
昭和62年７月　
平成２年６月　
平成９年４月　
平成13年４月　
平成14年４月　
平成17年10月　
平成24年４月　
令和３年４月　
令和５年４月

職 歴
カーネギーメロン大学助手
同大学自動翻訳研究所副所長
同大学助教授
慶應義塾大学環境情報学部助教授
同大学環境情報学部教授
同大学先端生命科学研究所所長
同大学医学部兼担教授
同大学環境情報学部学部長
慶應義塾評議員
（一社）鶴岡サイエンスパーク代表理事
慶應義塾大学名誉教授

冨
とみた

田 勝
まさる

 氏（東京都出身・65歳）

ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」
を
企

画
さ
れ
る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
の
慶
應
先
端
研
開
設
か
ら
22

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本
市
に
所
在
す
る

高
等
教
育
機
関
の
研
究
長
と
し
て
、
生
命

科
学
分
野
に
お
け
る
学
術
振
興
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
人
材
育
成
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
に
よ
る
雇
用
創
出
、
研
究
機
関

や
企
業
の
集
積
、
研
究
成
果
を
活
用
し
た

健
康
や
医
療
面
で
の
地
域
連
携
に
よ
る
活

性
化
な
ど
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
功
績
は
、
市
民
の
ひ
と
し
く
知

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
冨
田
氏
を
郷
土
の
誇

り
と
し
て
敬
愛
す
る
も
の
で
す
。

昭和63年

平成14年　
平成16年　
平成19年　
平成29年　
令和元年　
令和３年
令和５年

　　　    受 賞 歴
米国National Science Foundation大統領奨励賞
（Presidential Young Investigators Award）
日本ＩＢＭ科学賞
産学官連携功労者表彰科学技術政策担当大臣賞
文部科学大臣表彰科学技術賞
山形県特別功労賞
河北文化賞
バイオインダストリー大賞
安藤百福賞大賞

昭和63年

平成14年　
平成16年　
平成19年　
平成29年　
令和元年
令和３年
令和５年

　　　    受 賞 歴
米国National Science Foundation大統領奨励賞
（Presidential Young Investigators Award）
日本ＩＢＭ科学賞
産学官連携功労者表彰科学技術政策担当大臣賞
文部科学大臣表彰科学技術賞
山形県特別功労賞
河北文化賞
バイオインダストリー大賞
安藤百福賞大賞

鶴岡サイエンスパーク
平成13年の慶應先端研開設以降、研究成果を基にした
ベンチャー企業の誕生や研究機関等の進出が進む



第12回 300年以上の歴史を連綿と受け継ぐ 大山犬祭り

毎
年
６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る

「
大
山
犬
祭
り
」。
馬
町
に
鎮
座
す
る

椙
尾
神
社
の
例
祭
で
、
文
献
で
は
、

３
０
０
年
以
上
前
の
江
戸
時
代
初
期

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
由
来
は
、
若
い
娘
の
人
身

御
供
を
求
め
る
化
け
物（
大
ム
ジ
ナ
）

を
退
治
し
て
村
を
救
っ
た
「
め
っ
け

犬
伝
説
」
で
す
。
め
っ
け
犬
は
椙
尾

神
社
の
お
前
立
と
な
り
、
お
祭
り
で

は
「
犬
曳
」
と
、
人
身
御
供
と
な
る

「
仮
女
房
」
が
頭
屋
行
列
に
出
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

頭
屋
行
列
の
先
達
を
務
め
る
の
が

「
奴
振
り
」。
昭
和
の
戦
争
期
に
一
時

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

26
年
に
「
大
山
祭
奴
振
保
存
会
」
が

設
立
さ
れ
、
奴
振
り
の
伝
統
を
守
っ

て
い
ま
す
。
平
成
に
入
る
と
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
で
出
場
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が

地
元
の
中
学
生
で
、
以
降
は
奴
振
り

を
中
学
生
が
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
の
呼
び
物
の
一
つ
が

豪
華
絢け

ん
ら
ん爛
な
「
か
ら
ぐ
り
」。
人
形

舞
台
や
お
囃は

や
し子
を
乗
せ
た
山だ

し車
は
約

５
ｍ
の
高
さ
を
誇
り
ま
す
。
最
盛
期

に
は
９
台
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
、
大
人
が
引
く
大
型
の

か
ら
ぐ
り
２
台
と
、
小
学
生
が
引
く

小
型
の
ミ
ニ
か
ら
ぐ
り
１
台
の
計
３

台
を
、
勇
壮
に
引
き
ま
す
。

■
出
典
『
大
山
町
史
』、『
山
形
県
鶴

岡
市
庄
内
三
大
祭
大
山
犬
祭
り
』

▲滅
めっけいぬ

怪犬榊引き【昭和49年】

▲滅怪犬榊引き【令和５年】▲犬曳【令和５年】

▲犬
いんこひき

曳【時期不明】

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。
■問合せ　本所総務課☎35‐1117

つるおかの写真で見る 今 昔

▲奥方（仮
かり よ ぼ

女房）【昭和49年】

▲奥方（仮女房）【令和５年】

４年ぶりに行列が街中を練り歩きました！
コロナ禍で中止や規模縮小していた「大山犬祭り」。今年は、にぎやかな行列が地域中を笑顔いっぱいにしました。
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